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社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

平成２８年度  第４回 評議員会議事録 

 

１ 開催年月日  平成２９年３月２７日（月） 

午後２時００分～午後４時０３分 

２ 開催場所   精華町地域福祉センター 

かしのき苑 １階 会議室Ａ・Ｂ・Ｃ 

３ 評議員総数  ３６名（欠員４名） 

４ 出席者氏名   ２７名（別紙１のとおり） 

５ 欠席者氏名   ９名（別紙１のとおり） 

６ 議事の経過要領及び議案議決の結果 

 

日程番号１ 議長の互選について 

 定刻に至り、定款第１４条第５項の規定により議長に中筋郁子氏が選任

され、議長は定款第１４条第７項に定める定足数を満たしていることを確

認した。 

 

日程番号２ 議事録署名人の選任について 

定款第１４条第１０項の規定により議事録署名人に大冨利子・青野寿代

両評議員を指名し、議案の審議に入った。 

 

議  長  続きまして日程番号３。第８号議案、平成２８年度社会福祉事業

拠点区分補正予算（第３号）についてに入らせていただきます。

事務局から提案お願いいたします。 

事務局長  はい、議長。第８号議案、平成２８年度社会福祉事業拠点区分補

正予算（第３号）について。定款第２９条に基づき、平成２８年

度社会福祉事業拠点区分の補正予算について、別紙のとおり提案

します。提案理由といたしましては２点、大きくございます。ま

ず 1 点目。平成２９年４月１日から拡充される介護職員の処遇改

善加算の改定に伴い、現在、一時金として年２回にわけて支給し

ている処遇改善加算を、毎月払いに変更することとなった。その

ため、従来２か月遅れで介護職員に支給していた処遇改善加算に
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ついて、２か月分（２月、３月分）を前倒しで支給する必要が生

じたため。２．前回、平成２８年度第３回理事会において、収入

の補正予算について承認を得た一般住民の方からの高額寄付につ

いて、寄付者の方の意思を尊重し、広く地域福祉に活用するため

の基金を設置したいためのものでございます。平成２９年３月２

７日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長 長谷川悟。そ

れでは、付属の資料２ページ目と３ページ目がございますが、２

ページ目につきましては、いわゆる総括表でございますので裏側

の３ページ目をご覧いただきたいと思います。補正予算案でござ

います。まず１点目でございますが、支出の部でございます。上

段でございますが、こちら１点、訂正がございます。大区分の中。

事業費支出とございますが、こちら人件費支出の誤りでございま

す。訂正させていただきます。この中の中区分でございますが、

３科目ございます。まず１つ目、職員賞与支出というところでご

ざいますが、補正前の予算 10,646 千円。補正額 288 千円、補正後

の予算 10,934 千円。こちらは、常勤職員５名分の介護職員処遇改

善の手当でございます。それから中区分の２つ目。非常勤職員給

与支出でございます。補正前の予算 59,877 千円、補正額 766千円、

補正後の予算 60,643 千円。こちらは非常勤職員。介護の非常勤職

員でございますが、２９名分の手当でございます。中区分の３つ

目でございますが、法定福利費支出でございます。補正前の予算

11,311 千円、補正額 90 千円、補正後の予算 11,401 千円となって

おります。こちらについては、いずれの科目につきましても常勤、

非常勤職員のうち介護職員として働く者に対して処遇改善加算で

手当を出しているところでございますが、これまでは６か月に１

回まとめ払いということで支給してきた訳でございますが、次の

４月以降につきましては金額及び支払い方法が変わるということ

で、毎月払いに変わるということから、元々、介護職員の処遇改

善加算につきましては介護報酬が２か月遅れで入ることから、支

給につきましても２か月遅れで支払いしていたということで、２

か月間タイムラグがあった訳でございますが、この２月、３月分

につきましても、金額が変わる。また、支給方法が変わる４月ま

でにリセットさせていただきたいという思いで、２、３月分を前

倒しで支給すると。法人から見た時には立替払いをするようなイ

メージになろうかと思いますが、その部分の補正予算となってご

ざいます。次に下段のほうでございますが、大区分、基金積立資

産支出の中区分です。地域福祉基金積立資産支出でございます。

補正前の予算は 0円、補正額 10,000 千円、補正後の予算も 10,000

千円となっております。こちらは前回の評議員会でもご承認賜り
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ましたように、２月１日付で精華町内にお住まいの方から１千万

円の高額のご寄付をいただいております。前回につきましては収

入の部のみでご承認を賜った訳でございますが、このままでいき

ますと、一般会計の中でこのご寄付いただいた１千万円が何に使

われたのかというところが非常に見えにくくなる恐れがあります

ので、ここで１千万円を基金として計上いたしまして、この１千

万円につきましては寄付者のご意思が入ったものでございますの

で、寄付者の方とご相談をしながら地域の福祉活動のために使わ

せていただきたいということで、いわゆる見える化を図るために

１千万円を別出しにするという狙いのものでございます。以上が、

第３号の補正予算として提案したいものでございますので、ご承

認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

が、質疑がございましたら挙手にてお願いいたします。 

ご意見が無ければ、採決したいと思います。第８号議案につい 

て、賛成の方は挙手願います。 

評 議 員  （全員挙手） 

議  長  ありがとうございます。全会一致により、可決承認いたします。

続きまして日程番号４。第９号議案、平成２９年度事業計画につ

いてに入らせていただきます。事務局から提案願います。 

事務局長  はい、議長。第９号議案、平成２９年度事業計画について。社会

福祉法人精華町社会福祉協議会平成２９年度事業計画（案）につ

いて、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、定

款第１５条１項１号に基づいて、平成２９年度事業計画（案）の

同意を得たいためのものでございます。平成２９年３月２７日提

出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長 長谷川悟。それでは、

事前にお送りいたしました平成２９年度事業計画（案）をご覧い

ただきたいと思います。１ページには、例年のとおり目次をご用

意させていただいております。構成といたしましてはローマ数字

のⅠからⅣまで、４章という形で構成をしております。１枚おめ

くりいただきまして、２ページでございます。こちらにつきまし

ては、社会福祉を取り巻く環境と社会福祉協議会の関係を説明し

たところでございまして、社会福祉の分野全体をご説明するため

にも、こちらのページ、朗読をさせていただきたいと思います。

今日、少子高齢化の進展や家族形態の多様化、コミュニティ機能

の低下が進む中、公的な制度だけでは解決できない様々な問題が

発生しています。また、経済的困窮や引きこもり、虐待、権利侵

害、不登校、離職など様々な要因によって、高齢者や障がい者に

限らず、生きづらさを抱える人が増加し、社会的孤立が大きな社
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会問題として取り上げられています。このような状況の中、平成

２８年度は、厚生労働省に「我が事・丸ごと」地域共生社会実現

本部が設置され、「制度の縦割りの限界」や「つながりの再構築」

について検討が進められているところです。これらの社会的課題

については、従来から社会福祉協議会が積極的に取り組んできた

ことと大きな差異はないものの、住民主体の地域福祉を推進する

中核的な組織として「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」

を目ざして、地域に密着した事業に取り組むとともに、役職員が

一丸となって、地域住民や民生児童委員、社会福祉施設、専門機

関、ボランティア、ＮＰＯ団体、行政などと協働しながら、深刻

な生活課題や社会的孤立などの地域の課題に向き合い、「地域共

生社会」の実現を目ざしてこれまでの活動をより強く推進するこ

とが期待されています。一方、平成２９年度から全面施行される

社会福祉法人制度改革においては、基本視点として、公益性・非

営利性の徹底や、住民に対する説明責任、地域社会への貢献を社

会福祉法人に対して強く求めています。特に、公益性の高い法人

として税制優遇措置が講じられているため、保有する財産は、計

画的に福祉サービスに再投下し、地域に還元すること（地域公益

事業）が求められています。本会では『地域で共に助けあい 支え

あうまちづくり』の実現を目ざして、従来から重点事業として取

り組みを進めている「地域福祉活動の推進」と「介護サービスの

充実」に加えて、「地域公益事業の実施」を中核に掲げて、社会福

祉法人として住民参加の促進を有機的に推進しながら、社会的孤

立、生活困窮などの新たな福祉ニーズに積極的に取り組む必要が

あります。財政面では、介護保険制度の改正並びに介護報酬の見

直しにより、本会における介護事業収入は減少傾向ですが、新設

予定の介護職員処遇改善加算をはじめとする各種加算を積極的に

取得することにより、事業者として介護従事者等の処遇改善を実

施し、働きがいと魅力のある職場を築き、積極的に専門職の確保

と人材育成に取り組み、安定した法人運営を目ざします。以上が、

社会福祉を取り巻く環境と社会福祉協議会でございます。次に３

ページでございますが、ローマ数字Ⅱ。基本方針といたしまして、

こちらも第３次の地域福祉活動計画に基づきまして、３つの基本

方針を掲げております。まず基本方針の１ですけれども、住民が

主役の地域福祉活動を支えていきますということで、これも従来

の流れと大きく変わる訳ではございませんが、制度だけでは対応

できない事例というのが非常に増えて来ている中で、地域福祉活

動をさらに進めていくということを方針に据えているものでござ

います。基本方針の２でございますが、社協の特性を活かして、
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住民の立場に立った地域生活を支えていきます。当然、精華町社

協といたしましては、法人として法定事業も実施しております。

平成２９年度につきましては大きな法改正がございまして、介護

保険制度の中では、新しい総合事業と呼ばれるものが精華町でも

進められることになりました。従いまして、その新しい総合事業

にも積極的に着手をしながら、住民の皆さま方に選択していただ

ける、選んでいただける、その選択肢の１つを社協としても提供

していきたいと考えているところです。３つ目でございますが、

基本方針３。時代の変化に対応して社協の体制づくりをめざしま

すということで、これは先ほども申しましたように社会福祉法人

の制度改革がございますので、役員の改正等々含めまして組織の

透明性、役職員の人材育成、最終的には経営体制の強化といった

ところを図っていきたいということをめざしている方針でござい

ます。次に４ページでございますが、ローマ数字の３といたしま

して、セクション別重点目標を挙げております。現在、課として

は３つ、係としては６つある訳でございますが、それぞれの係の

セクション別の重点目標ということで、係ごとでございますので

６つ掲げさせていただいております。まず１つ目の地域福祉課の

総務係でございますが、関係機関と連携を図り生活困窮者の自立

を支援しますという目標でございます。内容につきましては時間

の関係もございますので省略をさせていただきまして、タイトル

中心でご説明をさせていただきたいと思います。２つ目でござい

ますが、地域福祉課地域支援係の目標ですが、地域福祉活動の支

援を強化します。３つ目でございますが、地域福祉課南部地域包

括支援センターです。地域包括ケアシステム構築に向けた取り組

みを推進します。こちらは先ほど触れました、介護保険制度の改

正がございますので、その中核的な役割を担う地域包括支援セン

ターでございますので、当然、そういう制度改正の波に乗り遅れ

ることなく関係団体、また住民の皆さまをリードしていきたいと

いうふうに考えております。５ページに移りまして、４番目です。

在宅介護課居宅介護支援係の目標です。利用者の目線に立つケア

マネジメントの継続とネットワークづくりに努めます。それから

５番目です。在宅介護課訪問介護係です。訪問介護員の資質向上

に努め、利用者の地域での暮らしを支えます。最後になりますが、

６点目です。通所介護課通所介護係の目標ですが、利用者が安心

して自宅で過ごすことができるサービスの提供と地域との連携に

努めます。こちら通所介護課通所介護係のほうでは、新しい総合

事業に位置付けられる事業を、新たに実施していきたいという計

画を持っております。細部につきましては後ほど、ご説明させて



 - 6 - 

いただきたいと思います。次に６ページでございます。ローマ数

字のⅣが事業活動計画ということで、事業並びに活動の、それぞ

れ係ごとに位置付けたものでございまして、こちらのほうにつき

ましては重点事業。それから、新規事業。変更点を中心に、ご説

明をさせていただきたいと思います。まず１番目。地域福祉課総

務係の所でございますが、（１）の④でございます。評議員選任・

解任委員会の開催です。法改正により社会福祉法が改正されたこ

とによりまして、評議員さんの選任または解任につきましては、

この選任・解任委員会を新たに設置しなければならないというこ

とに改められましたので、必要時に開催していくというものでご

ざいます。次に⑤でございますが、役員・顧問及び評議員の改選

事務です。こちらにつきましても、社会福祉法の改正に伴いまし

て役員、顧問、評議員が改選されるという年度でございますので、

その改選事務を挙げさせていただいております。それぞれの事業

や活動の横に四角囲みで千円単位の数字が入っておりますが、こ

ちらにつきましてはそれぞれ、この事業をしていくために必要な

人件費を含む経費を概算で挙げさせていただいております。取り

組みによりましては重複する部分もございますので、予算とピッ

タリ一致するものではございませんけれども、大よその規模を示

しているということでご理解を賜りたいと思っております。２番

目のほうに移ります。地域福祉課地域支援係でございます。（２）

の①小地域福祉委員会２０か所の活動支援業務とございます。こ

ちらにつきましては現在、精華町内で４２の自治会がある中で、

小地域福祉委員会は２０か所。約半数というところまで、きたと

ころでございます。現在、有効な中期計画として位置付けられて

おります第３次の地域福祉計画。この中では、平成２９年度に小

学校区圏域の校区連絡会の設置の有無。必要性を検討するという

ことが当初計画に定められておりましたので、結論ありきではな

く、この小学校区圏域の校区連絡会というものが必要であるのか

どうかというところを、１年間かけて検討させていただきたいと

いうふうに考えております。新しい取り組みでございます。次に、

７ページに移りまして、上から３行目です。④ふれあいサポート

事業の実施。こちら重点事業として掲げさせていただいておりま

す。内容といたしましては支援体制の強化ということで、協力会

員５０名の体制をめざしたいものでございます。前年度からの比

較ではプラス１４名ということで、現行３６名の協力会員さんが

いらっしゃるということでございますが、今後ますます高齢化が

進んだり、また障害のある方等々からのご依頼が増えてくるもの

というふうに考えておりますので、その担い手であります協力会
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員さんの体制を更に拡充したいという狙いのものでございます。

７ページは以上でございまして、８ページをご覧いただきたいと

思います。３番の、地域福祉課南部地域包括支援センターの（１）

の②です。新総合事業介護予防ケアマネジメント。新規とさせて

いただいております。こちらも、介護保険制度が４月から改正さ

れることに伴いまして、特に現在、要支援の認定を受けておられ

る方におかれましては一部、今までのサービスが使えなくなると

いうような状況が出て参ります。そういった方々に、ご不便を感

じさせることのないように、この地域包括支援センターにおきま

して新総合事業の介護予防のケアマネジメント。その方の支援計

画ですね。これを立てる業務を新たに実施したいと思っておりま

す。次に４番目でございますが、在宅介護課居宅介護支援係です。

（３）地域での介護相談業務の実施。新規として挙げさせていた

だいております。この係につきましては、いわゆるケマネジャー

と呼ばれる業務でございますけれども、相談業務につきましては

どちらかと言いますと地域包括支援センター中心に行ってきたと

いう傾向があった訳でございますが、ケマネジャーとして有する

知識を地域の住民の皆さま方にも還元したいという思いで、地域

での介護相談業務を新たに始めさせていただきたいと思っており

ます。次に５番目。在宅介護課訪問介護係でございます。（１）要

介護者・要支援者への訪問介護事業の実施。重点事業として掲げ

させていただいております。内容といたしましては、１か月延べ

利用回数を７００回という目標数値を掲げたいと思っております。

こちら、前年度実績と比較いたしますとマイナス１００回という

ことで、重点事業でありながらマイナスの計画となっている訳で

ございますが、先ほどからご説明しておりますように介護保険制

度の改正によりまして、特に要支援者の方のご利用がこの４月以

降、順次減っていくものと予測されております。今年度、平成２

８年度は８００回を目標に見込んでおりましたが、そのうち要支

援の方というのは、だいたい１５０回から２００回程度その中に

含まれていたことから、通常でいきますと、要介護者に対する訪

問介護サービスは月に６００回から６５０回程度まで落ち込むも

のと推測ができる訳でございますが、そんな中でも７００回とい

う数値を掲げて、これを目標にしていきたいという計画でござい

ます。次に９ページに移りまして、６番の通所介護課通所介護係

でございます。（１）要介護者・要支援者への通所介護事業の実施。

重点事業として挙げさせていただいております。内容としまして

は、目標稼働率を８０％に設定しております。前年度実績からプ

ラス７％という目標になっております。こちらにつきましても、
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訪問介護と同様、介護保険制度の改正によりまして要支援の利用

者が減るものというふうに予測されております。現在は、１日あ

たりの定員を３５名定員ということで届け出をしておりますが、

これは要支援者の方の利用状況にもよりますけれども、場合によ

ってはこの定員３５名を減らすことも視野に入れて進めていきた

いと考えているところでございます。次に（２）認知症要介護者・

要支援者への通所介護事業。通称、ほっとぴあと呼ばれる事業で

ございますが、こちらも重点事業として掲げております。目標の

稼働率６５％といたしまして、前年度実績からプラス１０％とい

う目標とさせていただいております。ちなみに、この認知症型の

通所介護につきましては、要介護の方も要支援の方も、引き続き

ご利用いただけるということになっております。制度改正の影響

を受けない事業でございます。次に（３）通所型サービスＡ「お

たっしゃ倶楽部」の実施。新規でございます。その下に米印で、

平成２８年度までは委託事業として実施。制度改正に伴い、平成

２９年度から自主事業として実施するため、制度上、新規事業と

して位置付けていることを、説明を添えさせていただいておりま

す。これは、制度改正によりまして新しく総合事業というものが

始まる訳でございますが、この枠組みの中でサービスＡ、サービ

スＢ、サービスＣなどがある訳ですけれども、そのうちのサービ

スＡに位置付けまして、従来、精華町から委託を受けて実施して

いた事業を、この委託は廃止されまして、精華町社協の自主事業

として届け出を出して実施したいと考えております。参考までに

いま現在、委託事業として実施しているのは週１回。毎週金曜日

に実施をしておりまして、１０名程ご利用をいただいているとこ

ろでございますが、４月以降につきましては週に２回。１日あた

りの定員を１５名でスタートしていきたいと考えております。そ

の狙いといたしましては、先ほど通所介護の中で要支援者のご利

用が減るというお話をさせていただきましたが、その方々の受け

皿にここがなっていくのかなと考えておりますので、通所介護の

ほうが減れば減るほど、こちらのニーズが増えてくるのかなと考

えておりまして、年度当初は週２回と申し上げましたが、状況に

応じて３回、４回と増やしていきたい。そんなふうにも考えてい

る事業でございます。次に７番目。チーム運営でございますが、

こちらは１つの係で実施するのではなく、横断的に職員を出し合

ってチームで運営していくという位置付けの業務でございますが、

最終、１０ページをご覧いただきたいと思います。（４）第４次地

域福祉活動計画の策定業務。新規として挙げております。先ほど、

第３次地域福祉活動計画に基づいてというご説明をさせていただ
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いておりましたが、この中期計画につきましては５年スパンで見

直しをしているところでございます。第３次計画につきましては、

平成２４年度から平成２９年度までということになっておりまし

て、平成３０年度以降の計画が今のところ無い状況でございます

ので、３０年度以降の５年間計画。それが、第４次の地域福祉活

動計画になる訳でございますが、２９年度１年間かけて、この策

定業務を進めていきたいと思っております。この事業の右横に５

００万円程度の予算規模を挙げておりますが、従来は計画づくり

にコンサル業者の協力をいただいていましたが、第４次計画につ

きましてはこれまで３回策定してきた経験、知識、技術なども保

有しておりますので、職員といいますか事務局のほうと、関係団

体、住民の皆さま、専門家の皆さまと一緒に作らせていただきた

いというふうに考えております。従いまして、この５００万円程

度というのは、この策定業務に従事する職員の人件費が大部分で

あるということでご了解いただきたいと思っております。次に

（５）でございますが、居場所づくり支援事業の実施です。①の

絆カフェの開催につきましては、継続実施として新年度以降も毎

月１回、デイサービスセンターで開催したいと思っております。

新たに取り組みたいものが、②でございます。空き家等を活用し

た地域での多様な居場所づくりということで、重点かつ新規とし

て掲げさせていただきます。内容でございますが、子育て支援や

子どもの学習支援、高齢者の健康体操など多様な機能を併せ持つ

拠点を１か所整備し、地域住民（ボランティア）や福祉関係団体

と協働運営したいというものでございます。一方で、空き家の社

会的な問題と、一方で新たに地域の中で、子供さんを対象にした

り、障害のある方や高齢者を対象にした取り組みをしたいという

思いを持った住民さんがいらっしゃいますので、この空き家と、

活動をしたいという有志の方々ですね。ここを繋いでいくような、

プラットホームのような役割を社協のほうで果たしていきたいと

考えております。以上が、平成２９年度の方針並びに各事業の各

論でございまして、時間の関係上、新しい取り組みや重点事業を

中心にご説明をさせていただきましたが、来年度計画でございま

して、どうか可決承認賜りますようよろしくお願いを申し上げま

す。 

議  長  ただいま事務局から説明を受けましたが、次の第１０号議案、平

成２９年度収支予算につきましても、この事業計画と関連する部

分が多いと思いますので、先に第１０号議案について提案してい

ただきます。後ほど、一括で質疑の時間を取らせていただきたい

と思います。なお、採決につきましてはそれぞれに諮らせていた
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だきますので、ご了承をお願いいたします。それでは第１０号議

案、平成２９年度収支予算について事務局から提案願います。 

事務局長  はい、議長。第１０号議案、平成２９年度収支予算について。社

会福祉法人精華町社会福祉協議会平成２９年度収支予算（案）に

ついて、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、

定款第１５条１項１号に基づいて、平成２９年度収支予算（案）

の同意を得たいためのものでございます。平成２９年３月２７日

提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長 長谷川悟。それで

は、付属の平成２９年度収支予算（案）をご覧いただきたいと思

います。１枚表紙をおめくりいただきますと、左側に目次をご用

意させていただいております。簡単にご説明をさせていただきま

すと、１ページの所でございますが、資金収支予算書といたしま

して、これは精華町社協の法人全体の収支予算額となっておりま

す。その中に拠点が２つございまして、１つは社会福祉事業拠点

と呼ばれるものでございます。これが３ページから７ページまで

となっております。８ページ以降につきましては、社会福祉事業

拠点の中に９つのサービス区分がございますので、それぞれのサ

ービス区分ごとの内訳書ということになっております。更に、も

う１つの拠点区分であります公益事業拠点でございますが、こち

らは２９ページから３０ページまでとなっておりまして、その後

のページにつきましては、この公益事業拠点の中に３つのサービ

ス区分がありますので、それぞれのサービス区分ごとの内訳書と

いう位置付けになっておりますのでよろしくお願いいたします。

それではまず最初に、全体傾向を評議員の皆さま方にご説明した

いと思いますので、１ページの全体の総括表をご覧いただきたい

と思います。一番左端。事業活動による収支という縦書きの所で

ございますが、最上段になります。まず、収入の部といたしまし

て、事業活動収入計（１）という所があります。当初予算額は

233,760 千円ということで、前年比。増減の所を見ていただきます

と前年比が表されておりますが、マイナス 8,804 千円ということ

になっております。対しまして支出の部といたしまして、事業活

動支出計（２）という所を見ていただきますと、当初予算額は

233,944 千円ということで、前年度比はマイナス 348 千円となって

おります。その１つ下、事業活動資金収支差額（３）という所は、

先ほどの収入から支出を単純に差し引きしたものとなっておりま

して、当初予算額はマイナス 184 千円という当初予算の規模にな

っております。次に中段にございます、施設整備等による収支と

いう所でございますが、こちら収入はございませんので、（４）は

0 円となっております。こちらのほうの支出の部でございますが、
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施設設備等支出計（５）という所ですが、166 千円ということで前

年比ではマイナス 3,433 千円となっております。こちらの当初予

算の単純差し引きは（６）で表しておりますが、収入 0 円でござ

いましたので当然、マイナス 166 千円となっております。３つ目

の区分であります、その他の活動による収支という所でございま

すが、収入につきましては（７）で表しております。当初予算額

が 13,937 千円。前年比ではマイナス 917 千円となっております。

対しまして支出でございますが、（８）の所をご覧いただきたいと

思います。当初予算額は 18,486 千円で、前年比はマイナス 10,893

千円となっております。その１行下でございますが、その他の活

動資金収支差額（９）という所で、（７）マイナス（８）という計

算式になりますが、当初予算額はマイナス 4,549 千円となりまし

て、それぞれの差し引きの額に、このすぐ下にございます予備費

支出（10）を加えますと、当期資金収支差額合計はマイナス 5,099

千円という当初予算となります。こちらが、（11）の欄でございま

す。それから、その下でございますが前期末。すなわち平成２８

年度末を指しますが、支払資金残高（12）の所をご覧いただきま

すと、プラス 116,270 千円となっておりますので、ここからその

上段の（11）を差し引きいたしますと、当期末支払資金残高とし

て 111,171 千円という当初予算額になる見込みでございます。以

上が全体傾向でございまして、マイナス 5,000 千円程度の単年度

の予算計上となってございます。次に、拠点ごとにご説明をさせ

ていただきたいと思いますので、３ページをご覧いただきたいと

思います。まず先に、社会福祉事業拠点のご説明となります。収

入の部といたしまして、大区分の上から２つ目。寄付金収入の所

をご覧いただきたいと思います。当初予算が 500 千円ということ

で、増減はマイナス 10,000 千円となっております。これは先ほど

も触れましたように、住民の方から１千万円の高額ご寄付を今年

度は頂戴いたしましたので、来年度につきましては当初はそのよ

うな金額は見込んでおりませんので、例年どおりの 500 千円とい

う数字に戻させていただいております。次に大区分の上から３つ

目。経常経費補助金収入という所の、中区分の上から３つ目でご

ざいます。共同募金配分金収入という所の、小区分の１つ目。一

般募金配分金収入という所でございますが、当初予算が 1,687 千

円で、増減はマイナス 664 千円となっております。これにつきま

しては、京都府の共同募金会から２年間の特別助成をいただいて

おりまして、これが平成２７年度と２８年度。２か年頂戴した訳

でございますが、この２年間が終了するということで例年どおり。

特別助成の無い年度と同規模に、戻させていただいているところ
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でございます。同じく中区分の１つ下。助成金収入という所です

が、小区分でキャリアアップ助成金収入というのがございます。

当初予算で 1,000 千円見積っております。こちらは新しい科目と

なっておりますが、国のほうでキャリアアップ助成金制度という

ものが設けられておりまして、内部であったり、外部からもそう

ですが、一定経験のある者や資格のある者を雇い入れたり、また

内部で非常勤から常勤に内部登用した場合など、一定の条件を満

たした場合に国から助成金が交付されるというものでございまし

て、1,000 千円を当初、見込ませていただいております。次に大区

分の４つ目で、受託金収入です。こちらの中区分、市区町村受託

金収入の中の、小区分の２つ目です。地域包括ケア総合受託金収

入です。当初予算は 0 円とさせていただいております。前年度の

予算 1,994 千円でございましたので、そのままマイナスとして増

減に挙がっております。こちらにつきましては、新年度は全く無

いということではございませんで、毎年、京都府のほうで春先に

事業の申請受付期間がございまして、この間いろんな事業を提案

したりする訳でございますが、京都府の６月の補正予算で予算が

付けられまして、その後、正式決定がおりてくるということでご

ざいますので、当初につきましては 0 円として。該当する事業が

ございましたら、年度の途中で補正予算として提案をさせていた

だきたいというふうに思っているところです。それから、この小

区分の５つ下。生きがい活動支援通所事業受託金収入でございま

す。先ほど事業計画の中でもご説明いたしましたように、新年度

は通所型のサービスＡとして実施します、おたっしゃ倶楽部です

が、平成２８年度までは受託事業として実施をしておりました。

新年度からは自主事業として実施することになりますので、この

受託金としての収入は 0 円になるということでございます。次に

４ページをご覧いただきたいと思います。大区分の上から２つ目。

介護保険収入でございます。当初予算は 135,124 千円。増減で前

年比はプラス 2,249 千円という所でございますが、こちらにつき

ましては、介護職員の処遇改善率が平成２９年度から引き上げら

れるということから、自然増が出て来るものと考えております。

内訳で見てみますと、小区分の１つ目。介護報酬収入という所が、

増減額だけ申しますとプラス 2,898 千円を見込んでおります。そ

の１つ下、介護予防報酬収入という所につきましては、これも先

ほど介護保険制度の改正で要支援の方の利用が少なくなるという

ご説明をしましたが、増減では、マイナス 4,707 千円の収入の落

ち込みを見積っているところでございます。更にその下、通所型

サービスＡ介護報酬収入といたしまして、こちらにつきましては
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現在、受託事業で実施しているものが新年度は自主事業になりま

して、介護報酬が入ってくることになりますので、当初予算は

2,799 千円を見積っております。同じく、この小区分の一番下の所

でございますが、通所型サービスＡ負担金収入という所でござい

ますが、これも、新たにこの事業を実施するということから 311

千円の負担金収入を見積っているところでございます。大区分の

ほうに戻りまして、１つ下に、障害福祉サービス等事業収入とい

う所がございます。こちら合計額で申しますと、当初予算 2,120

千円ということで、前年比較ではプラス 855 千円を見積っており

ます。これは、利用者数増加に伴う収入の増加ということでご覧

いただければと思います。次に５ページのほうに移らせていただ

きまして、ここからが支出の部になります。大区分の１つ目。人

件費支出でございます。当初予算が総額で 129,834 千円。前年比

でプラス 3,642 千円を見込んでおります。中区分で見ていただき

ますと、２つ目。職員給与支出という所でございますが、前年比

で申しますとプラス 4,719 千円となっております。こちらは常勤

職員１９名分の人件費でございまして、自然増を見積っているも

のでございます。その下、３つ目の所。職員賞与支出という所が

ございますけれども、こちらも同じく常勤職員１９名分でござい

ますが、増減で 1,129 千円のアップを見込んでいるところでござ

います。それから、非常勤職員給与支出という所。こちらにつき

ましては、前年比ではマイナス 2,152 千円ということで、常勤が

上がっている一方で、非常勤が下がるという傾向を見積っている

訳でございますが、理由といたしましては先ほど事業計画の中で

触れました、訪問介護のほうで要支援者のご利用が少なくなると

いうことをご説明申し上げた訳でございますが、ホームヘルパー

の場合、非常勤であります登録ヘルパーが仕事に行っている部分

が多くございますので、当然、登録ヘルパーの賃金というのは仕

事に行って、歩合でですね。仕事に行って初めて賃金が発生する

ということでございますので、そもそも仕事が減ると賃金も下が

るというような連動の仕組みとなっておりますので、その部分で

非常勤職員の給与については少し下がるのではないかという見積

りを立てております。次に大区分の２つ目。事業費支出でござい

ますが、増減額はマイナス 948 千円ということで、前年比、少し

下がるという傾向でございます。内訳で特筆すべきところを見て

いきますと、中区分の上から４つ目です。消耗器具備品費支出と

いう所でございますが、前年比ではマイナス 977 千円となってお

ります。こちらにつきましては、前回ご承認を賜りましたがノー

ト型パソコンなどの買い替えを今年度入れておりましたので、２
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９年度につきましてはその部分が無いということで、例年レベル

に下がっているというものでございます。それからその下、中区

分で１１段下がりまして、賃借料支出をご覧いただきたいと思い

ます。当初予算 5,033 千円計上しておりますが、前年比ではプラ

ス 835 千円と増加しております。この理由につきましては、先ほ

どの事業計画の中で触れました居場所づくりという所で、空き家

を社協名義で借り上げるということになりますと当然、賃借料が

必要になって参りますので、その部分、増加しているということ

でご理解いただきたいと思っております。それから、その４つ下。

給食費支出という所でございますが、前年比ではマイナス 1,385

千円というような見積りになっておりますが、こちらにつきまし

ては例年、給食費が少し余るというような傾向がここ数年続いて

おりまして、内部で精査をした結果、下がっているというもので

ございます。次に大区分３つ目。事務費支出でございます。前年

比で見ますとマイナス 2,235 千円ということで、こちらも大きく

下がっている訳でございますが、６ページをご覧いただきたいと

思います。中区分の一番上に、修繕費支出という所がございます。

こちらも、今年度中に何度か補正予算を提案させていただきまし

たが、隣のデイサービスセンターの電気系統。また、水回りの設

備など故障が多発いたしまして、年度の途中で補正予算を何度か

組ませていただくような、そんな年度でございました。そのため

に、前年度予算が 3,340 千円ということで大きく上がっていた訳

でございますが、平成２９年度につきましては当初大きな修繕は

見込んでいないということで、例年ベースに戻しているというと

ころでご理解を賜りたいと思っております。次に大区分の助成金

支出をご覧いただきたいと思います。前年比で申しますとマイナ

ス 981 千円ということで、こちらも大きく下げておりますが、理

由といたしましては、１つは、居場所づくり支援事業につきまし

ては平成２８年度の計画では、実施される団体に直接助成金を出

そうと思っておりましたが、なかなか任意団体やボランティアグ

ループなどで直接空き家を借りたりするというのは非常にハード

ルが高いというお声をいただいておりまして、内部で軌道修正を

かけて、次年度につきましては社協名義で空き家をお借りすると

いう計画に変えた訳でございますが、その分、団体への助成につ

いては必要ないのではないかということを考えまして、助成金額

のほうは下げさせていただいて、賃借料のほうに計上させていた

だいていると。そういう変化でございます。それともう１点は、

京都府が毎年実施しておりました見守り強化事業というものがご

ざいまして、これも地域で活動していただいている皆さま方に随
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時お知らせをさせていただいていたところでございますが、平成

２９年度は、廃止ではないものの、大きくそのルールを見直すと

いうことでございまして、一定、金額が下がるのか交付の条件が

厳しくなるのか、これはまだ公表されておりませんが、事務局と

しましては情報把握に今後努めたいと思っておりますが、何らか

の見直しが行われるということで、金額が下がることは予測でき

るものと考えております。次に一番左側。施設整備等による収支

でございます。こちら、固定資産取得支出という所で当初予算 0

円となっております。前年につきましては 3,433 千円ということ

でございましたが、平成２９年度当初は固定資産の取得は無いと

いうことで、そのまま、増減はマイナスということで計上させて

いただいております。次の区分。その他の活動による収支の所で

ございますが、支出の部としてご覧いただきたいところですが、

大区分の１つ目。基金積立資産支出の、中区分の２つ目でござい

ます。地域福祉基金積立資産支出でございます。こちら、増減で

もマイナス 10,000 千円となっておりますが、ただいまご承認を賜

りましたように地域福祉基金というのは、平成２８年度は１千万

円のご寄付をいただいたということで、それをそのまま基金に積

立てをさせていただいた訳でございますが、２９年度当初につい

てはこのような基金は想定していないということで、0円に戻させ

ていただいております。その差額でございます。以上が、社会福

祉事業拠点の主だった部分のご説明となります。次に、もう１つ

の公益事業拠点のご説明をさせていただきたいと思いますので、

２９ページをご覧いただきたいと思います。同じように、数字、

増減の大きなところを中心に、ご説明をさせていただきたいと思

います。まず、収入の部の大区分の１つ目。受託金収入です。中

区分の１つ目。市区町村受託金収入の中の、小区分の６つ目。介

護予防事業受託金収入でございますが、当初予算 2,800 千円とし

ております。こちらは制度改正もございますが、新しい総合事業

の中で介護予防の事業を実施していく訳でございますが、その新

単価が引き下げられていることに伴いまして、前年比でマイナス

700 千円程度を見積っているところでございます。対しまして、大

区分の２つ目。事業収入の中区分。利用料収入の小区分の一番下

でございますが、介護予防事業利用料収入という所がございます。

先ほどの事業と同じ事業でございますが、こちらは当初予算額 360

千円ということで、前年比、ちょうど２倍にあたりますが、増減

はプラス 180 千円というふうに計上しております。従いまして、

この介護予防事業が新年度以降は、委託費は引き下げられる一方

で、利用料については引き上げられるというような、制度の中の
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取決めがございましたので、これに従うように見積りをさせてい

ただいております。次に大区分の３つ目。介護保険事業収入の中

の中区分の１つ目。居宅介護支援介護料収入の、小区分の２つ目

です。介護予防支援介護料収入です。当初 6,300 千円を見込んで

おりまして、前年比ではプラス 80 万円という見積りになっており

ます。これは、要支援者の件数が増加してきていることで、当社

協のケアマネジャーのほうで受け持つ要支援者の方が、増加傾向

にあるという実態を跳ね返した数字となっております。対しまし

て支出の部に移りまして、大区分の１つ目、人件費支出でござい

ます。中区分の１つ目が職員給料支出ですけれども、こちらは６

名分の人件費となっております。増減で申しますとマイナス 456

千円ということで、自然増でございます。それから職員賞与支出

でございますが、こちらも前年比で 408 千円のプラスで計上させ

ていただいております。自然増を見込んでおります。対しまして

非常勤職員給与支出の所でございますが、こちらのみ、増減で申

しますとマイナス 1,363 千円という金額を見積らせていただいて

おります。今回の制度改正の大きな趣旨の１つに、従来は国家資

格を持った者などが介護にあたらなければならないとされていた

訳ですが、今後につきましては地域の支え合い。また場合によっ

ては無資格でも、一定の研修を受けていれば担い手になれるとい

うことから、社協の内部におきましても、従来の運営方針でいき

ますと有資格者を必ず配置していた訳でございますが、今後にお

きましては必ずしも有資格者とは限らないということから、当然、

国家資格を持った者と資格の無い者は単価が違いますので、その

辺りが今後、賃金については部分的には下がってくるものと考え

ているところでございまして、その部分が、こういった数字に表

れているというところでございます。次に大区分の２つ目。事業

費支出でございますが、増減で申しますとプラス 672 千円という

数字になっております。こちらは、３０ページをご覧いただきた

いと思います。中区分の上から３つ目。会議費支出という所がご

ざいますが、当初予算 2 千円ということで、大幅に前年から下が

っております。こちらの理由でございますが、従来から実施して

おりました介護者リフレッシュ事業でございますが、こちらにつ

きましては京都府からの通知によりまして、従来、介護者の方に

リフレッシュしていただくために日帰り旅行に行ったり、外に出

て、おいしい食事をとっていただいたりというようなことをして

きた訳でございますが、この介護者リフレッシュ事業につきまし

ては今後、飲食費には充当できないという通知がございまして、

それまで会議費といたしまして予算を計上していた訳でございま
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すが、新年度からは介護者リフレッシュ事業の食事提供はできな

いということから、このような予算規模に引き下げをさせていた

だいております。その２つ下。業務委託費支出でございますが、

前年比でプラス 846 千円上昇しております。こちらは、町から委

託を受けて実施をしております紙おむつの支給事業がございます

が、これら原材料の単価が上がっている状況がございますのと、

予防プランの件数が増加してきていることから、一部を業務委託。

外部の専門事業所に委託しているというところから、増加傾向に

あるものでございます。更にその３つ下。賃借料支出という所で

ございますが、前年比ではプラス 275 千円となっております。こ

ちらは、南部地域包括支援センターの事務を支援するためのシス

テム。パソコンでシステムを組んでいる訳ですけれども。これが、

５年ごとにシステムの更新をしているところでございまして、ち

ょうど平成２９年度からは、また更に新しいシステムに入れ替え

るというところで、新システムに入れ替えることによって現単価

より少し上がるということを反映したものでございます。事務費

につきましては大きな増減はございませんので飛ばしまして、左

側。施設整備等による収支という所の、支出の部。固定資産取得

支出で 166 千円を計上しております。こちらにつきましては、平

成２１年１１月に原動機付き自転車１台を取得している訳でござ

いますが、７年以上が経過いたしまして、買い替えを考えており

ます。その１台分。166 千円を、当初予算に計上させていただいて

おります。以上が、両拠点の主だった部分のご説明ということに

させていただきたいと思いますので、先ほどの事業計画並びに、

こちらの収支予算につきまして、どうか可決承認賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。 

議  長  ただいま、第９号議案と第１０号議案について事務局から説明を

受けましたが、質疑がございましたら挙手にてお願いいたします。 

藤井評議員 （挙手） 

議  長  はい。 

藤井評議員 藤井です。いくつかあるんですが、第１点。６ページ。事業計画

の中の２、地域福祉課地域支援係の新規として計画が挙がってお

ります、小学校区圏域の校区連絡会の検討ということが掲げられ

ているんですが。これについて詳しく説明をお願いしたい。特に、

社協がどう関わっていくのかという点が、まず１点ですね。それ

から２番目は、２７年度の事業計画の中の重点として、公開プレ

ゼンの導入ということが挙げられていた。それが取り下げられて

るんで、なぜなのかというのが２点目ですね。３点目はですね。

９ページ、認知症要介護者・要支援者への通所介護事業（ほっと
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ぴあ）の実施。これは２７年度も同じように挙げられてたんです

が、稼働率が上がってないように見受けられるんで、なぜ稼働率

が上がらないのか。上がらない要因は何なのかというのが３点目

ですね。４点目はですね。予算のところの５ページ。事業支出の、

真ん中よりやや下の実費弁償費支出ですが、２９年度からは評議

員の数がぐんと減りますんで、にも関わらず、前年度予算よりも

オーバーしてるという点と、この実費 1,344 千円の内訳といいま

すか。それをちょっとご説明をお願いします。 

議  長  事務局よろしくお願いします。 

事務局長  はい、議長。ご質問ありがとうございます。まず、事業計画書の

ほうから順番に、ご答弁申し上げたいと思います。1つ目、事業計

画書の６ページの、ちょうど一番下にあたる訳ですけれども、小

学校区圏域の校区連絡会の検討についてという所の、社協の関わ

りかたはというご質問だったかと思いますけれども。こちらにつ

きましては先ほども申しましたように、結論ありきではないんで

すけれども、現在２０か所、小地域福祉委員会が設置されてきま

して、その校区ごとに、例えばその活動に特徴が出てきたりとい

うようなことが、あるのかどうかというようなところの調べです

とか、当然、活動をしていくなかで自分の地域の活動のことはわ

かるんですけれども、隣の地域や他の地域の活動の内容が、いま

いちよくわからなかったりするというようなお声もいただいたり

しますので、例えば、小学校区ですので、いま５校区ございます

ので、精華町を５つのブロックに割りまして、定期的に校区連絡

会というようなものを開催して、そこで、活動を実践していただ

いている方同士、意見交換をしていただいたり。社協としまして

は、そういう集まっていただく場を、まず提供させていただくと。

そこから、ご質問なりご意見をいただければ、当然、個別に関わ

らせていただくということになるかと思いますが、精華町全域で

２０か所を１つで捉えてしまいますと、1か所ずつに実践の報告を

していただいたとしてもですね。５分ずつ説明をしていただいて

も１００分かかってしまうというようなこともございますので、

数的にはそろそろ、精華町全体１単位でやるよりも少しわけたほ

うが、掘り下げた話合いができるのではないかということが発端

であるということで、ただ、これを必ずしますとか、しませんと

かいう結論はいま現在持っておりませんので、関係者の皆さまの

ご意見をお聞きしながら、そういった場があったほうが良いとい

うことであれば、そういった場もまたご用意させていただきたい

なというふうに思っております。 

藤井評議員 町が言ってる、いわゆる小学校単位のコミュニティの形成とは違
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うんですね。 

事務局長  はい。拠点を整備したりということではなく、あくまでも活動し

ていただいている方同士、横の情報交換の場であったりと。 

藤井評議員 わかりました。 

事務局長  そちらが１点目でございます。それから２つ目にいただきました、

今回の計画書の中には載っておりませんが、平成２８年度の計画

にありました共同募金の配分事業の中で、公開プレゼンテーショ

ンを検討していくということでございますが、こちらにつきまし

ては専門委員会でご検討いただいたんですけれども、現在のとこ

ろ公開プレゼンテーションというところに至るまでは、まだ少し、

準備しなければならないものが数多くあるであろうというご意見

をいただきまして、無しとした訳ではございませんけれども、引

き続き、公開プレゼンテーションにもっていけるように、助成を

受ける団体側にですね。例えば申請書の書き方ひとつでもそうな

んですけれども、プレゼンテーションの方法であったりとかいう

ようなことを、もう少しご理解いただいた後にということで、先

送りといいますか、もう少し先のほうが良いのではないかという

ような意見が出ておりまして、これはまた、平成２８年度の総括

ですね。５月頃になろうかと思いますが、ここで、まとめてご報

告させていただきたいというふうに思っております。 

藤井評議員 そうするとですね。何と言いますかね。こういうボランティア活

動というのは、いわゆる仲間を集めて、１つのグループを作って、

福祉に関わるような事業といいますか、ことをやりだす場合と、

仲間というのはそう簡単に、いわゆる同志みたいなもんですよね。

集まらないけども、ただしかし、ユニークといいますか、それな

りのいいアイデアを持った人間が１人居てて。それがやっぱり何

らか動こう思ったら、やはりそれなりの資金が必要なことって、

十二分にあり得ると思うんですよね。そういう人達に対して、社

協がですね。援助するというのは、そういう制度っていうのはあ

るんでしょうか、まず。 

事務局長  はい。いまご質問いただきましたような助成はですね、書面審査

で助成金の交付をさせていただいておりまして、方法の中でです

ね。書類審査なのか、それとも公開プレゼンテーションという、

公の場で直接プレゼンテーションをしていただいて、審査員さん

に点数を付けていただくのかという方法の違いでございまして、

仕組み自体は― 

藤井評議員 大きな規模であればプレゼンでそのカバーというか、対応をして

いきたいと。少人数の場合は書面で対応していこうということで

すか。 
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事務局長  いいえ。当初の狙いは、事務局で思い描いていたものは、書面審

査を省略といいますか方法を変えまして、全て公開プレゼンテー

ションという方法で、オープンな場でやっていただこうかなとい

うふうに思っていた訳ですけれども。実際、助成を受けていただ

いているグループの中には、非常にご高齢の方が中心になってや

っておられる所などもございまして、急に、公開プレゼンテーシ

ョンという方法でのみ助成金を交付しますということになります

と、今から何をやらされるんやというような、一方のご意見もあ

るようでございまして。ですので、そのタイミングについては、

もう少し慎重に考えたほうが良いのではないかという、委員会の

ご意見だったと。 

藤井評議員 私は思いましたのはね。公開プレゼンというのは、良い面あるの

には私、理解できるんですよ。ところがやっぱり、これ。例えば、

いまお年寄りとかおっしゃったけど。待ってられない人にとって

は非常にこれ、目線。上から目線の支援、という具合に映ると私

は思ってるんですよ。福祉に関わった者が上から目線での施策と

いうのはやはり、馴染まないというか、うまくいかないという具

合に思うんで。大きなＮＰＯ法人が、社協からの何らかの資金を

受けて、より一層、大きな活動したいといような場合はですね。

当然、プレゼンして中身をやっぱり審査する必要あるし、そして、

どういうお金の使いかたしたんやというチェックも必要だと思う

んですけども。そうじゃなくて、福祉の身近なものであればある

ほど、小さなものが集まって、それが何年か後には大きな法人組

織にまた育つことがあると思うんでね。そのへんで、取下げられ

たのはもうちょっと十分改正して、何かうまい手立てを考えても

らいたいなという具合に思います。 

事務局長  はい、委員会でも概ね、そういうご意見といいますか、中にはで

きる所。公開プレゼンテーションができる所もあれば、なかなか、

いまルールを変えてすぐに対応できない所もあるであろうと。そ

れは、規模も勘案してですね。そういったご意見もありましたの

で、すぐに導入ということではなく、もう少し状況を見ながらと

いうことで、先送りといいますかそういったご意見になっており

ますので、その委員会の決議を踏まえて、今後、進めていきたい

と考えております。それから、同じく事業計画書の９ページでご

ざいますが、６番の（２）の、認知症型の通所介護。これが毎年、

実績についてはほぼ据え置きというか、あまり上がっていないと

いうことについてのご質問でございますが、正直申しますと、な

ぜ上がらないかというのは、これといった明確な答えはまだ導き

出せていなくてですね。ただ、現場レベルで実態で申しますと、
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１つありますのが、どうしてもこれは法律上ですのでどうにもな

らないんですが、認知症型通所介護という名前が付いております

ので、そのご本人からしますと、認知症通所介護というサービス

を私が受けます、という契約を結んでいただく訳です。ですので、

なかなかそのあたり。事業の名称なども、これは法律上の名称で

すので私どもも勝手に変えるということはできないんですけれど

も、そういったところも少しは、やはり心理的影響は与えている

のではないかなというふうには考えているところですけれども。

内容といたしますと、一般の通所介護よりも人員体制は当然手厚

いですし、時間も長くなりますし、メニューも認知症予防に特化

したメニューにさせていただいておりますので、ご利用いただけ

れば非常に効果は高いのではないかというふうに思う訳ですけれ

ども、やはり最初の一歩目といいますか、最初の入口の段階が、

どうしてもこういう名前で契約を結ばなければならないというと

ころが、敷居が高いというか、ハードルが高いというところは心

理的にあるのかなというふうに、これは何となくなんですけれど

も、感じているところです。 

藤井評議員 だから、何と言うんでしょうかね。要はね、半分ぐらいあるよう

なお話でしたですけれども。精華町全体で認知症要介護者という

のは、全体はこれぐらいいるというのは把握されてるんですか。 

事務局長  実数で申し上げるのは、なかなか難しいと思い― 

藤井評議員 そうすると、その稼働率というのは、分母は何なんですか。 

事務局長  法律上、この事業の場合は、１日１２名という定員が法律で制限

されておりまして、その１２名来られたら１００％。６名であれ

ば５０％というような率で表しております。 

藤井評議員 精華町の実態からしてそれ、１２名っていうのは少ないように思

うんですけども。それからすると、実態数を分母に持ってきたら、

もっと低くなる訳ですよね。稼働率。 

事務局長  認知症の方向けのサービスというのは、いろいろ種類がございま

すので、そのいくつかある中の１つが通所介護というものですの

で、この事業で一手に全部ということではございませんので。 

藤井評議員 なかなか、全体が把握できないと何が要因なのかいうのは本当の

ところよく掴めない。だから、要因がよくわからんから手の打ち

ようがない。にもかかわず、重点施策にするというのが。重点に

するというのは、それは重要なんだと。重要なんはよくわかる。

これは事業として重要なんだと。その重要な事業をよくするため

の手立てというのを、こういうものを考えましたと。こういうや

りかたをすれば、上がるはずですと。いうのが考えついて初めて、

重点事業としてやるんだというものはわかるんやけど。まあ言う
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たら希望みたいなもんで。できたらいいなあ、なんていう、そう

いうのは、ちょっと酷な言いかたするけど重点事業にするという

のは、ちょっとよくないんじゃないかなと。いわゆる、能力無い

のに、俺は東大に入るんだというようなもんでね。やっぱり、東

大入るんやったら、模擬試験でどれぐらいあるんやというところ

からスタートみたいなもんであってね。だから、厳しい言いかた

しますけども。時々まとめかたに、何か知らんけども。どない言

うたらいいんかな。どっかにもありましたけどもね、私ごと丸ご

ととか。キャッチフレーズが恰好ええんですけども。これはもう、

政治家とか官僚の方が、いわゆるみんなを引っ張っていくために

キャッチフレーズっていうのは言葉として大切なんですけどもね。

そやけども、実際それを実のある物にする人間がやる時には、や

はりもっと足元をしっかりしたあれでいかないと。何か知らんけ

ど、上っ面で、恰好だけとって、結局何もしなかったということ

に。ちょっと厳しい、偉そうなもの言いですけど。気を付けない

といかんなあという具合に思いますけども。言葉だけで、上っ面

にならないように。 

事務局長  はい。内容につきましては、やはり認知症が。いまのところ、こ

れを治すことはできないんですけれども、進行をできる限り遅ら

せたりですね。そのためには、有効な療法があったりとかいうふ

うに、それはもうたくさんの文献が出ていますので、職員がそう

いったものを学びを深めながら、実際にいま来ていただいている

方に対して、そういったことをしっかりと実施していくことで効

果が出れば、その名前はどうであれですね。実際にまたご利用い

ただける方も増えてくるのかなというふうにも考えておりますの

で、まずは、いま来ていただいている５０数％の方ですね。この

方々をしっかりケアしていくことが、やはり一番の近道なのかな

というふうに考えているところです。それから、予算書のほうに

移りまして、予算書の中の５ページにございます事業費支出の中

の中段やや下に、実費弁償費という科目がございまして、こちら

のほうが前年と比べますと 95 千円ほど上昇していると。その理由

でございますけれども。これは介護保険制度の改正の部分と若干、

リンクしてくるんですけれども。介護保険制度で、訪問介護のほ

うは要支援の方の利用に一部制約が入ってくると。使えない場合

も出てくるということで、使えない場合どうなるのかということ

になりますと、当然、いままでご利用の方は困られる訳ですけれ

ども。それを地域で。支え合い活動で補っていこうという制度の

趣旨でございまして、そうなりますと、従来から社協が取り組ん

でおります、ふれあいサポート事業という相互援助活動なんです
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けれども。住民さん同士の。こちらの活動が、ホームヘルパーの

変わりと言っては何なんですけれども、規制が掛かった部分につ

いてはこの、ふれあいサポート事業で住民相互の助けあい活動が、

こちらが増えてくるだろうという見立てでございまして、この、

ふれあいサポート事業につきましては有償の活動となっておりま

して、住民さんですので、報酬ではなく実費弁償費というものを

お支払いさせていただいている関係で、少し訪問介護の実績は下

がる一方で、住民さんによる支え合い活動が増える。最終的には

実費弁償費が増えるであろうという見立てでございまして、少し

上がっているというような恰好でございます。以上です。 

古川評議員 （挙手） 

議  長  はい。 

古川評議員 すいません。私、初めて意見を述べさせていただくんですが、光

台の古川と申します。先ほどおっしゃいました、６ページの話で

ね。私も実は、小地域福祉委員会が最初から関わりというか、参

画させていただいておるんですが、自分のとこだけでやっており

ますとですね。どうも、他地域での小地域福祉委員会の活動が見

えない部分がありますということで、今回初めて新規でですね。

小学校単位でこのようなことを、社会福祉協議会のほうから旗振

りしていただいてですね。意見交換するというのは、ものすごく

良いことだなと私、感心しました。やはり、意見交換する中でで

すね。やはり、それぞれの特徴があろうかと思いますけど、有効

な施策はですね。吸い上げたりすればですね、更に地域の福祉活

動に貢献できるんじゃないかと思いますので、賛同させていただ

きまして、ちょっと意見を述べさせていただきました。もう１点

は、ここにあります空き家探しのやつね。これは、先ほどご提案

されたやつの一環だと思うんですが。やっぱり、集会所だけの活

動じゃなくて、もう少し小さな単位でも、ということで良い訳で

すね。 

議  長  事務局。 

事務局長  はい。まだ空き家も、これから募集をかける段階でございまして、

どの地域ということもあらかじめ何も決まっていない状況ですの

で、まだ、具体的なことというのはなかなか申し上げにくいんで

すけれども、本当にその地域に根ざした、そこの近隣に住んでい

る方々にですね。気兼ねなく、ふらっと行ける場所。そこで安ら

ぎが感じれたりですね。そういう場を、アットホームな場所を目

ざしていきたいなというふうに考えております。ただ、個々に見

ますと、予算的にも精華町内でたくさんという訳にもいきません

ので、例えば、駅周辺になれば西部のほうや南部のほうから遠い
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というご意見もいただくのかなというふうに思っているんですが、

このあたりも、どの地域あたりに、こういった居場所のニーズが

多くあるのかというところも並行して調査しながらですね。場所

のほうも決めさせていただきたいなというふうに思っております。 

岡田評議員 （挙手） 

議  長  はい。 

岡田評議員 すいません。北ノ堂の岡田と申します。２点ほどお尋ねします。

１点目はですね、事業計画案の１０ページのところで、居場所づ

くりの支援事業っていうのありますけれども。これは、１つ目は

絆カフェ。これ、もう既にある事業ですけれども。２つ目、空き

家を見つけて、そこでまず居場所づくりを作ると。なかなか空き

家って。北ノ堂も１度、社協の方が来ていただいて、空き家をず

っと点検していただきました。しかし、空き家は有るけどなかな

かね、それを拠点づくりは難しいなあっていうのが本音です。た

だ、空き家を使わなくても、例えば既存の集会所を使って、乳幼

児から高齢者までの居場所づくりを作るについての補助っていう

のは、これに代わるもので有るのか無いのか。いうことを、１点

お聞きしたいと思います。もう１点ですけれども、この事業計画

のところで、３ページのところで基本方針２で、住み慣れた地域

で自分らしい生活を続けられるようにするために地域包括ケアシ

ステム実現するということがありまして、続いて４ページのとこ

ろで、これは３ですね。地域包括ケアシステム構築に向けて取り

組みを推進すると。包括支援センターが、その実現に向けてです

ね。地域ケア会議を開催するということで、そこでも思うんです

けど、地域ケア会議をっていうのは具体的にですね。例えば、個

別的な困難事例とか、そんなのについて関係者がするような会議

なのか。それからまた、それ以外に関係するような、広く人を集

めてするような勉強会。会議なのか。その辺、具体的にどういう

ものか、まずイメージをお聞きしたいと思います。 

議  長  事務局。 

事務局長  はい。ありがとうございます。まず、ご質問の１点目でございま

すが、空き家を使う居場所については当然、その借上げ費用につ

いては社協で負担するための予算も今まさに、提案をさせていた

だいているところでございますけれども。既存のグループさんな

どで、集会所を拠点にして、そういった活動を展開される場合で

すね。これにつきましては、従来どおりの公募助成の中で見させ

ていただきたいなというふうに思っておりますので、またその時

期が参りましたら、広く、広報などでお知らせさせていただきた

いと思いますので。ただ、条件が一定ございますので、合致する
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かどうかというのは個々のご相談になりますけれども、一応、そ

ういった仕組みはご用意させていただいております。当然、集会

所でやる場合、また他の場所でやる場合。そういった自発的に、

自主的に活動されているところを支援させていただく、そういう

助成金も、別メニューとしてご用意させていただいておりますの

で。その時はまた、ご相談いただければというふうに思っており

ます。２点目につきましては、担当課長の谷川のほうからご答弁

申し上げます。 

地域福祉課 すいません。地域包括支援センターの谷川です。ご質問ありがと 

担当課長  うございます。地域ケア会議というのは従来からございまして、

もちろん、個々のケースを検討する、いろんな関係者が集まって

という形ではあるんですが。いま、抱えている問題とか課題が、

かなり複雑化してまして、例えば、病院の医療であったりとか、

ケアマネジャーさんとかご家族だけでは、やはり解決しない問題

が多くありまして。そういった課題を抱える中で、それは強いて

言えば地域での課題であったりもするということで、特に今年度

以降は、そういうケース会議に留まらず、地域の課題を出す会議

の場としても活用していくようにということになってまして。少

しイメージ的には幅広く、その個人の方というよりは、その地域

での課題であるとかいうところも引き出していく会議にしなさい

と。ちょっと大きい課題をですね、課せられてるっていうイメー

ジで進めていかないといけないものになってきています。例えば、

いま地域で見守りの活動をしていただいてますけども、そういっ

た、その方が住んでおられる地域のそういう見守りであるとか、

地域づくりみたいなところまで及びそうな内容というか、そうい

うところも含まれてきているという感じになっております。地域

ぐるみで、そういう問題を抱えている方達を支えていくには、地

域に何が必要かみたいな、大きな課題のところまでいくような内

容になってきているので、そういうところの問題が抽出できる。

または、そういう地域の関係者の方も含めて考える場にして欲し

いという、地域ケア会議になっていくというイメージです。 

岡田評議員 ということは、つまりそういう問題が発生した時に、不定期であ

ってもそういう会議を持つと。そういうこと。それでその時には、

いろんな関係団体を呼ばれるのかなと。私は地区福祉推進委員の

立場から評議員になったんですけど、民生委員もしてるんです。

民生委員を６年ほどした中で、これが地域ケア会議かなあってい

うのは１回ぐらいしか記憶は無いんですけどね。でもやっぱり民

生委員は、私も含めてですけども、まだまだ任期の浅い人も多い

ですし、私も６年ほどやってても、まだまだ未熟ですし。民生委
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員は、まず住民さんと、それからいろんなね。サービス提供側と

の間の、パイプ役だと思うんです。ところが、この方が、そうい

うとこへ相談に持ちかけたらいいのかなとか、持ちかけた結果、

どんな結果になったのかなとかね。そういうような経験が、まだ

まだ少ないかなと思うし、キャッチする力と、あとどうやって解

決していくのかなという見極めとかをね。たくさん経験できるほ

うが、より民生委員も良い活動ができるかなと思ったりしますの

で。例えば、知らないところで地域ケア会議があるのならば、必

ず呼んで、勉強もさしていただきたいなということで、こんなご

質問をさせていただきました。よろしくお願いします。 

議  長  他に何かご意見ございますか。 

新田評議員 （挙手） 

議  長  どうぞ。 

新田評議員 光台の新田と申します。新年度の予算編成にあたって、どのよう

に感じられたかなと思うんですけど。まず、介護保険制度の改正

によりましてね。新たな地域の総合事業としてスタートするにあ

たって何か、実際これをずっと継続していくにあたって。それと

予算編成されながらも、そういう中で。もっと、こういう部分が

いまの中では欠けているんじゃないかなとか。何かそういう、ひ

ずみ的なもんを解消していくには、どうしたらええかとか。まあ、

そういった辺りを、感じるところはなかったかなというあたりを

聞きたいんですけど。よろしくお願いします。 

議  長  事務局、よろしくお願いします。 

事務局長  はい、議長。ご質問ありがとうございます。介護保険制度改正の

趣旨の大きな１つとして、従来、専門職が全て担っていた部分を、

専門職のなり手も少ない、高齢化は更に進んでいくと今後予測し

た時に、専門職でできる限界がどこかにあるだろうということか

ら、今回は要支援の方については、一部ですけれども、地域の支

え合いサービスに移行していただきましょうというのが趣旨なん

ですけれども。そうは言いながらも、実際に住民さんが、ご近所

に住んでる方の生活を支援したりするということは、口では簡単

に言えるかも知れませんけれども、実際にそれを本当に地域の中

でやっていけるかということは、言うは易しですね。という言葉

もありますように、本当に、国はそのビジョンをどう思って描い

たか私はよくわからないですけれども、実際それを現場でやって

いくというのは、恐らく頭の切り替えから、すごい時間がかかる

ことじゃないかなと思っておりまして、ただ、制度として法律が

もう施行された以上、社協としましても、住民さんのそういった

力を引き出していくというか。そういうことを積極的にしなけれ
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ばならない立場でもありますので、今後は、新しいそういう支援

者の養成や、やる気のある方をどんどんグループ化していくよう

なですね。そういったことも、社協として力を尽くしていかない

といけないかなというふうに思っているところでございますが、

今回、その改正の初年度でございますので、いきなり高い所を目

標にしてしまいますと絵に描いた餅になってしまいますので、そ

の辺りは着実な方法で、足元をしっかり見ながら、いまある既存

のグループさん、いまいらっしゃる活動実践者の方々と相談をし

ながら、どの地域には何が不足しているのか。住民さんは、どん

なサービスを待たれているのかというようなことを、町ともしっ

かりと一緒に考えながら、まず何が必要なのかというところを、

順番に着手していきたいなというふうに感じておりますが、なか

なか初年度から高い所までというのは難しいといいますか、５年、

１０年のスパンで見ないといけないことかなというふうにも思っ

ております。 

藤井評議員 （挙手） 

議  長  どうぞ。 

藤井評議員 藤井です。地域ケア会議のことについてお聞きします。これ、会

議メンバーはどういう方といいますか、肩書といいますか、資格

といいますか。どういう方を想定されているんですか。というの

が１点と、先ほど新規の重点項目の、小学校区圏域の校区連絡会

というのと、恐らくこれ、オーバーラップするんではないかなと

いう具合に思うんですが。どう、違いをついてんのか。ここが違

うんですよという違いの点を説明いただきたいですね。１点は、

ケア会議のメンバーはどんな方ですか。２番目は、校区連絡会と

どういう点で違いがあるんでしょうかというのと、３つ目は、要

望としか言いようがないですけど、ケア会議の報告をやっぱり、

理事会にあげていただきたい。これは要望ですけど。その３つに

ついてお返事をお願いします。 

議  長  事務局お願いします。 

地域福祉課 はい。まず構成メンバーになりますが、そちらの地域ケア会議と 

担当課長  いうのは、地域包括支援センター長が招集をするんですけれども。

メンバーの。それにあたっては、関係者になるんですけれども、

なかなかわかりづらいので、最近おこないましたケア会議の構成

メンバー。例えば、具体例でお伝えするんですけれども、その方

がお住まいの地域の民生委員さん。交代の時期でしたので、前任

者と後任者。お２人来ていただけました。あと、地区福祉推進委

員の方と、問題のある方の、３人家族だったんですけども。お１

人が障害をお持ちの方だったので、相楽の作業所のほうに通所さ
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れていたのでその関係の方と、その支援センターの方と、ケアマ

ネジャーがいるので、ケアマネジャーと、包括支援センターのほ

うで、ケアマネジャーの支援。ケアマネの困難事例の支援をして

いるケアマネジャーと、あと身内の方でそのご兄弟と、あと実際

に、通帳とかをお預かりしてくださっているお嫁さんと、医療的

なところは、先生が外来とかということで来られなかったんです

けれども、薬局の方ですね。糖尿をお持ちなので、薬局の方が来

てくださいました。そういった、本当に関係者の方が来られてて。

それから、訪問看護というサービスを使われてたので、そこの事

業所の看護師さんが来られてました。そういう形で、その方に関

わりのある方。ご親戚であるとか、総勢１５名ほどですね。招集

させていただいて、課題の抽出をさせていただいたということで、

地域ケア会議はそれぞれケースが異なりますので、メンバーは、

そういった関係者というふうになります。２番目ですけども、小

学校区のっていうことになりますけれども、かなり個人的な、そ

の方を、どういった支援でそこの地域に暮らし続けることができ

るかというところの課題をまず第一になんですけれども。そうい

った方達が、これから見守りの必要な方というのは、認知症も増

えますし多くあると思いますので、そういった、地域ぐるみでの、

出て来るであろう課題みたいなのがありますよというところは、

そういう小地域のほうに。こういう課題を解決していくためには、

何をこうしていったらいいかみたいな、話し合いみたいなところ

の例示みたいなところは、提案できるのかなというふうには感じ

ます。あと、報告ですが、地域ケア会議を何回したという回数で

あるとか、そういうところはまた５月に、事業報告というふうに

出させていただく中で、件数というところは報告させていただい

ている内容になるので。詳細はなかなか、複雑なのでお伝えしに

くいことはありますけれども。そういう形で、理事会で報告させ

ていただいてるということになります。すいません、以上です。 

議  長  ありがとうございました。他にご意見ございませんでしょうか。 

藤井評議員 （挙手） 

議  長  どうぞ。 

藤井評議員 いまの続きで。この言葉どおりからすると、この言葉が非常に大

きな範囲で捉えて。いまのお話、非常にこう何ていうか、身近な

ごく限られた、はっきり言って認知症に特化したような形でどう

対応していったらいいかというお話だという具合に、私は受取っ

たんですが。いまおっしゃったように、その地域でどうやって、

そういう認知症及びその介護をしておられる家族の方をサポート

していくかというようなことは、当然、何と言いますか、理事会
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にあげていただいて、理事会で、非常に大きなテーマ。地域でど

うやってその支えていけと。例えば、いろんなサポートあります

よね。そのサポーターの人達を有効活用するために、社協として

はどう動いたらいいかというような話に繋げられると思うんでね。

ただ、特定の認知症患者なので、いわゆる個人情報が入って非常

に何と言いますか、やりづらい面はあるかろうとは思うんですけ

ども。そこのところはできるだけ避けるといいますか、お伝えし

ないようにして。その中で、いわゆる地域課題はこういうことな

んだよと。１個人の、１事例であったとしても、そこからいわゆ

る地域課題いうのは浮かび上がらせることができると思うんです。

それを理事会にあげて、理事会としてはその課題に対して、社協

としてどう取り組んでいくかと。いま現在あるシステムといいま

すか、サポートされているいろんな団体等に対して、どう動かし

ていったらいいのか。あるいは、どんなことが足りないのか。そ

んな話をやっぱり、理事会でしていただくために、報告を。むし

ろ、回数なんかよりも、そこから浮かび上がらせた問題を理事会

にあげていただきたいなという具合に思います。 

議  長  事務局。 

地域福祉課 はい。理事会のほうには、回数だけでなく、実態であったりとか 

担当課長  そういうところも、もちろん必要であろうかと思います。先ほど

も、ほっとぴあの稼働率がなかなか上がらないのはどうなのかと

いう話が出た時に、ご本人ももちろんですけれども、やはり家族

さんが、認知症っていうことの受け入れがなかなかできないとか。

とにかく認知症は、奥が深いというか、１つ２つでは解決できな

い。全ての住民で取り組んでいかなければいけない、今後の本当

の大きな課題ではあると思うので、そういったところが、理事会

の理事の皆さまにも伝わっていくように、報告であるとか、そう

いう手段というのはまた、しっかり考えさせていただいて、反映

できるものにしていきたいなとは思います。ありがとうございま

す。 

議  長  よろしいでしょうか。 

宮部評議員 （挙手） 

議  長  どうぞ。 

宮部評議員 宮部といいます。いま高齢化社会になってですね。認知症ってい

うのが話題になってるんですけど。実を言うと私、認知症なんで

すよ。これはですね、本人はなかなか難しいと思うし、家族も、

うちには認知症がおるよということは言えないと思うんですね。

近所の人にね。だからやっぱり、自分が自覚しないとあかんとい

うことで、私はもう、武田病院に行ってですね。認知症という判
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定を受けて、認知症という症状をもらいましたんで、人前でです

ね。認知症になったら大変だなということを、いろいろな場所で

説明をして、自分の体験を話ながら、認知症の人の家族さんも大

変だということを皆さんに知ってもらおうと思って、活動をして

るんです。やっぱりですね、これからも認知症っていうのはどん

どん出てくると思うんですよね。ですから、地域で支えるといっ

てもですね。なかなか、その家族から、私のところ認知症がおり

ますよということは、絶対、言えないと思うんですよ。だから、

そこら辺の見守りをね。どうしていくかというところ。これ、民

生委員さんも絡んでくるんだろうと思うんですが。よくよくこう、

地域の中で見ていかないとですね。なかなか難しい問題やろうな

というように思います。僕はもう、認知症だということを認定し

てもらってますから、できるだけ、認知症っていうのはこういう

人間ですよということを、あちこちで説明させてもらっておりま

す。そういったことがですね、地域の皆さん方に、認知症ってい

うのはこういう人ですよってことがわかっていただければ、あり

がたいなと思っておりますので。地域の民生委員さんなんかも含

めてですね。これからどんどん、どんどん、ケアというんですか、

サポートしていただきたいなと思います。これ、質問でもなしに、

意見です。 

議  長  ありがとうございました。時間もだいぶ過ぎましたので、そろそ

ろ採決に移らせていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

評 議 員  はい。 

議  長  それではまず、第９号議案。平成２９年度事業計画について、賛

成の方は挙手願います。 

評 議 員  （全員挙手） 

議  長  ありがとうございます。全会一致により、可決承認いたします。

続きまして、第１０号議案。平成２９年度収支予算について、賛

成の方は挙手をお願いします。 

評 議 員  （全員挙手） 

議  長  ありがとうございます。全会一致により、可決承認します。続き

まして日程番号６。諸報告に入らせていただきます。事務局よろ

しくお願いいたします。 

事務局長  はい、議長。それでは、この評議員会のお時間を少しお借りいた

しまして、事務局から２点ほど、お知らせ並びにご報告をさせて

いただきたいと思います。本日お手元に、カラー刷りチラシを２

種類、ご用意させていただきました。１つは、空き家をさがして

います、と書かれました黄色っぽいチラシでございますが、先ほ
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ど事業計画の中でもご提案をさせていただきましたように、子供

さんを支援する、また子育て中のお母さん、お父さんを支援した

り、また、高齢者を支援できるような、そんな場所を地域の中に

作っていきたいという思いから、こういった空き家募集を近々、

社協のほうから住民の皆さま方のほうに、働き掛けをさせていた

だきたいというふうに思っております。評議員さまも多数いらっ

しゃいますので、もし、ご自身のご親族またお近くの関係者の方

ですね。そういったところで、これはと思われるような場所がご

ざいましたら、社協へご一報いただければ非常に助かるなという

ふうに思っておりますので、どうかよろしくお願い申し上げます。

それから２点目でございますが、もう１枚のほうのチラシ、いの

ちのリレーまつり 2017 のお知らせでございます。来月、４月１６

日の日曜日。ここ、かしのき苑で、３部構成で、映画。いきたひ

というドキュメンタリー映画と、それから第２部では、この映画

監督の長谷川監督のご講演と、それから第３部は、裏面に記載を

しておりますが、お三方によりますパネルディスカッションを企

画させていただいております。といいながらですね。実は、この

リレーまつりのチラシを少し前から配布を開始したんですけれど

も、すぐにチケットのほうが無くなってしまいまして、今日ここ

で評議員の皆さま方にお知らせしながら、チケットが無いという。

非常に私も、説明をしながらちょっと心苦しいところはあるんで

すけれども。こういった取り組みをやっているということでです

ね。ご理解いただければなというふうに思っております。趣旨と

いたしましては、もちろんご高齢の方の終活。終わりの活動とい

う、終活という意味もあるんですが、やっぱり、いのちの大切さ

をどの世代の方々にも、もう一度あらためて考えていただく。そ

ういうきっかけ、１日にしていただければなというふうに思って

おりまして、高齢者だけを対象にしている訳ではないということ

でですね。障害のある方も、いま子育て中の方もですね。一緒に

なって、ご参加いただきたいという思いをもって企画をさせてい

ただきましたので、この場をお借りいたしまして、告知のみで恐

縮でございますが、お知らせをさせていただきたいと思います。

以上でございます。 

議  長  ありがとうございました。本日の案件は以上のとおりですが、全

般的なところで、評議員の皆さまから何かご意見はございません

でしょうか。 

先ほどからたくさん意見が出てますので、もう無いかと思います

が、どうでしょうか。言い残してませんか。 

ご意見が無いようですので、それでは以上をもちまして、本日の
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案件の全てを審議いただきましたので、議長を降壇させていただ

きます。皆さまのご協力、ありがとうございました。 

 

以上、本評議員会の案件は全て終了したので、午後４時０３分散会した。 

上記の決議を証するため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人におい

て次に記名押印する。 

 

 

平成２９年３月２７日 

      社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

平成２８年度第４回評議員会において 

 

議 長              印 

 

署名人              印 

 

署名人              印 


